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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液透過性の表面シート、液不透過性の裏面シート及びこれら両シート間に介在された吸
収性コアを具備し、実質的に縦長に形成された吸収性物品において、
　前記吸収性コアの表裏面及び長手方向の両側面を覆うように消臭性の積層シートが配さ
れており、
　前記積層シートは、消臭剤を含有する消臭剤含有シートと該消臭剤含有シートの表裏面
をそれぞれ被覆する２枚の被覆シートとが抄き合わされて一体化されており、且つ前記吸
収性コアの長手方向の両側面を覆う部分に、２枚の該被覆シート間に該消臭剤含有シート
が介在していない帯状領域を有しており、
　前記被覆シートそれぞれの厚みが０．１～０．５ｍｍである吸収性物品。
【請求項２】
　前記積層シートは、前記吸収性コアの長手方向に沿う一側部と他側部とが重ね合わされ
ており、少なくとも重ね合わせ部分の上側に配された一側部には、その全体に亘って前記
消臭剤含有シートが介在していない請求項１記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、消臭性能に優れ、しかも装着感及び／又は漏れ防止性能に優れた失禁パッド、
生理用ナプキン、使い捨ておむつ等の吸収性物品に関する。
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【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
従来、活性炭等の消臭剤を含有するシート状物を所定箇所に配し、吸収した尿や体液等に
起因する悪臭を低減するようにした、失禁パッド等の吸収性物品が知られている。
しかし、斯かる吸収性物品においては、消臭性能は向上するものの、フィット性や吸収性
能が低下し、装着感や漏れ防止性能が悪化する問題があった。
【０００３】
従って、本発明の第１の目的は、消臭性能に優れ、しかも装着感及び／又は漏れ防止性能
に優れた吸収性物品を提供することにある。
また、本発明の第２の目的は、吸収性物品に消臭性能を付与する消臭性の積層シートであ
って、消臭性能に優れ、柔軟性に富み、吸収性物品の吸収性能を阻害しにくい積層シート
を提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明は、液透過性の表面シート、液不透過性の裏面シート及びこれら両シート間に介在
された吸収性コアを具備し、実質的に縦長に形成された吸収性物品において、前記吸収性
コアの表裏面及び長手方向の両側面を覆うように消臭性の積層シートが配されており、該
積層シートは、消臭剤を含有する消臭剤含有シートと該消臭剤含有シートの表裏面を被覆
する２枚の被覆シートとを有しており、該吸収性コアの表面を覆う部分に、２枚の該被覆
シート間に該消臭剤含有シートが介在していない所定幅の帯状領域を有している吸収性物
品を提供することにより、第１の目的を達成したものである（以下、第１発明というとき
は、この発明をいう）。
【０００５】
また、本発明は、液透過性の表面シート、液不透過性の裏面シート及びこれら両シート間
に介在された吸収性コアを具備し、実質的に縦長に形成された吸収性物品において、前記
吸収性コアの表裏面及び長手方向の両側面を覆うように消臭性の積層シートが配されてお
り、該積層シートは、消臭剤を含有する消臭剤含有シートと該消臭剤含有シートの表裏面
をそれぞれ被覆する２枚の被覆シートとを有しており、該吸収性コアの長手方向の両側面
を覆う部分に、２枚の該被覆シート間に該消臭剤含有シートが介在していない所定幅の帯
状領域を有している吸収性物品を提供することにより、第１の目的を達成したものである
（以下、第２発明というときは、この発明をいう）。
【０００６】
また、本発明は、消臭剤を含有する消臭剤含有シートと該消臭剤含有シートの表裏面をそ
れぞれ被覆する２枚の被覆シートとを有しており、少なくとも一側部には、その全体に亘
って該消臭剤含有シートが介在しておらず、且つ、該一側部と該一側部に対向する他側部
との間に、２枚の該被覆シート間に該消臭剤含有シートが介在していない所定幅の帯状領
域が形成されている積層シートを提供することにより、第２の目的を達成したものである
（以下、第３発明というときは、この発明をいう）。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を好ましい実施形態に基づいて説明する。
第１及び第２発明の一実施形態としての失禁パッド１は、ショーツ等や装着用カバー等の
装着具と共に着用されるもので、図１及び図２に示すように、液透過性の表面シート２、
液不透過性の裏面シート３及びこれら両シート２，３間に介在された吸収性コア４を具備
し、実質的に縦長に形成されている。
【０００８】
本失禁パッド１及び吸収性コア４は、それぞれ、長手方向の両側部が平行な略直線状に形
成され両端部が略円弧状に形成された縦長の平面視形状を有している。表面シート２及び
裏面シート３は、吸収性コア４の両端部から長手方向の外方に延出しており、その延出部
分において、互いに接合されている。また、表面シート２は、吸収性コア４の長手方向の
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両側面を覆っており、表面シート２の両側部は、吸収性コア４の裏面側において裏面シー
ト３に接合されている。
【０００９】
吸収性コア４は、表裏面及び長手方向の両側面を、消臭性の積層シートにより覆われてい
る。即ち、吸収性コア４は、図２に示すように、幅方向断面の全周を、消臭性の積層シー
ト５により包まれている。尚、吸収性コア４の表面は、着用時に着用者の肌側に向けられ
る面である。
本実施形態における積層シート５は、失禁パッド１の長手方向の中央領域Ｃにおける吸収
性コア４の表裏面及び長手方向の両側面のみを覆うように配されている。本失禁パッド１
における中央領域Ｃは、着用時に着用者の排泄部に配される部位である。
尚、本発明の吸収性物品における積層シートは、吸収性コアの長手方向の全域に亘って該
吸収性コアの表裏面及び長手方向の両側面を覆っていても良いし、本実施形態におけるよ
うに、吸収性コアの長手方向の一部における吸収性コアの表裏面及び長手方向の両側面の
みを覆っていても良い。但し、少なくとも着用時に着用者の排泄部に配される部位におけ
る吸収性コアの表裏面及び長手方向の両側面が積層シートにより覆われていることが好ま
しい。
【００１０】
本実施形態における積層シート５は、第３発明の積層シートの好ましい一実施形態でもあ
り、図２及び図３に示すように、消臭剤を含有する消臭剤含有シート５１と該消臭剤含有
シート５１の表裏面を被覆する２枚の被覆シート５２，５３とからなる。被覆シート５２
，５３は、消臭剤含有シート５１の表裏面を被覆し、該シート５１中の消臭剤が、該シー
ト５１の表裏面から積層シート５外に漏れ出すのを防止する。
【００１１】
本実施形態における積層シート５は、吸収性コア４の表面を覆う部分及び該吸収性コア４
の長手方向の両側面（図２の左右方向に向けられる面）を覆う部分に、それぞれ、２枚の
該被覆シート５２，５３間に該消臭剤含有シート５１が介在していない所定幅の帯状領域
５Ａ，５Ｂを有している。
【００１２】
より具体的に説明すると、吸収性コア４の表面を覆う部分に配された帯状領域５Ａは、失
禁パッド１の長手方向の両側に該長手方向に沿って一対設けられており、それぞれ失禁パ
ッド１の幅方向内方に向けて凸状に湾曲させて連続曲線状に形成されている。帯状領域５
Ａは、直線状に設けても良いが、曲線状の方がフィット性が良くなるので好ましい。
帯状領域５Ａの幅（帯状領域５Ａの中心線に直交する方向の幅）Ｗ１は、フィット性の向
上及び匂いの漏れ出し防止の観点から、１～１０ｍｍ、特に２～５ｍｍであることが好ま
しい。
【００１３】
また、積層シート５は、製品の屈曲部位を形成し、フィット性の向上を図るという観点か
ら、帯状領域５Ａにおける坪量と、吸収性コア４の表面を覆う部分における、消臭剤含有
シート５１が介在されている部分の坪量との差が、１０ｇ／ｍ2 以上、特に２０～５０ｇ
／ｍ2 であることが好ましい。
【００１４】
本実施形態の失禁パッド１においては、吸収性コア４の表面を覆う部分に配された帯状領
域５Ａ上に、それぞれ溝６が形成されている。溝６は、表面シート２及び吸収性コア４を
該表面シート２側から圧縮して形成された溝であり、より詳細には、溝形成用の凸部を備
えた凸ロール等の押圧手段を用いて、所定の間隔で、多数の凹部を一列に並ぶように形成
して設けたものである。帯状領域５Ａ上に溝６を形成することにより、失禁パッド１の変
形が一層容易になり、フィット性及び防漏性を一層向上する。
【００１５】
吸収性コア４の両側面を覆う部分に配された帯状領域５Ｂは、吸収性コア４の両側面に沿
って該吸収性コア４の長手方向に延びるように、それぞれ連続直線状に形成されている。
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帯状領域５Ｂの幅（帯状領域５Ａの中心線に直交する方向の幅）Ｗ２は、圧縮抵抗の低減
によるフィット性の向上、及び充分な消臭性能の観点の観点から、１～１０ｍｍ、特に２
～５ｍｍであることが好ましい。
尚、帯状領域５Ａ及び帯状領域５Ｂは、それぞれ、積層シート５における前後端部（失禁
パッド１の前後に配される前後端部）５４，５５に亘って形成されている。
【００１６】
また、本実施形態における積層シート５は、吸収性コア４の長手方向に沿う一側部５ａと
他側部５ｂとが該吸収性コア４の裏面側における幅方向中央部において互いに重ね合わさ
れており、少なくとも重ね合わせ部分の上側（裏面シート側）に配された一側部５ａには
、その全体に亘って消臭剤含有シート５１が介在していない。上側に配された一側部５ａ
に消臭剤含有シート５１が介在していないことにより、失禁パッド１の製造過程や失禁パ
ッド１の使用中に、積層シート１の両側部から消臭剤が脱落することを効果的に防止する
ことができる。
消臭剤含有シート５１が介在していない側部５ａの幅Ｗ３は、消臭剤の脱落防止及び充分
な消臭性能の観点から、３～５０ｍｍ、特に５～２０ｍｍであることが好ましい。
尚、積層シート５の一側部５ａと他側部５ｂとの間は接合されていてもいなくても良いが
、本実施形態においては、接着剤や熱融着等により接合されている。
【００１７】
また、本実施形態における積層シート５においては、上記帯状領域５Ａにおける２枚の被
覆シート５２，５３間が接着剤で接合されており、該帯状領域５Ａには、スリット又は孔
が形成されている（図示せず）。
吸収性コア４の表面側を覆う部分の帯状領域５Ａに、斯かるスリット又は孔を形成するこ
とにより、失禁パッド（吸収性物品）の吸収性能を向上させることができる。
尚、このようなスリット又は孔は、帯状領域５Ａを厚み方向に貫通するように形成するこ
とが好ましく、また、帯状領域５Ａに多数分散させて配置することが好ましい。更に、各
スリット又は各孔は、その長さ又はその径が１～５ｍｍであることが好ましい。また、ス
リットの向きは、失禁パッド（吸収性物品）の長手方向及び幅方向の何れでも良い。
【００１８】
本実施形態における積層シート５は、複数枚（５枚）の消臭剤含有シート５１ａ～５１ｅ
と、これらの消臭剤含有シート５１ａ～５１ｅの表裏面（両面）を被覆する２枚の被覆シ
ート５２，５３とからなる。
【００１９】
被覆シート５２，５３は、略同形の矩形状の外形を有しており、５枚の消臭剤含有シート
５１ａ～５１ｅは、隣接する消臭剤含有シート間に所定の隙間が形成されるように、吸収
性コア４の周囲を囲む方向（図３では左右方向）に、この順に配されている。そのため、
積層シート５における、失禁パッド１の長手方向に沿う一側部５ａと該一側部５ａに対向
する他側部５ｂとの間には、消臭剤含有シート５１が介在していない所定幅の帯状領域５
Ａ，５Ｂが形成されている。
また、消臭剤含有シート５１ａ及び５１ｅの外側縁端は、２枚の被覆シート５２，５３の
同方向の側縁端５６，５６にまで達しておらず、失禁パッド１の長手方向に沿う一側部５
ａ及び該一側部５ａに対向する他側部５ｂには、それぞれ、その全体に亘って消臭剤含有
シートが介在していない。
【００２０】
本実施形態における各消臭剤含有シート５１は、消臭剤と繊維原料を主体として構成され
ている。
消臭剤としては、各種公知の消臭剤を用いることができ、例えば、活性炭、多孔性ポリマ
ー、シリカゲル、ゼオライト、モンモリロライト類等を挙げることができる。特に、悪臭
その他のガス状物質に対して高い吸着性を示す活性炭が好ましい。消臭剤として活性炭を
用いる場合、消臭剤含有シート中における活性炭の含有率は、好ましくは１～５０重量％
、更に好ましくは３～３０重量％である。粒状の活性炭を用いる場合、その平均粒子径は
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０．１～５０μｍ、特に平均粒子径１～２０μｍであることが好ましく、その比表面積は
５００～２０００ｍ2 ／ｇ、特に１０００～１５００ｍ2 ／ｇであることが好ましい。
【００２１】
繊維原料としては、ＮＢＫＰ、ＬＢＫＰ等の木材パルプや、藁、綿等の非木材パルプ等の
公知の天然繊維等が好ましく使用できる。また、シート強度を向上させる目的で、ポリエ
チレン繊維等の合成繊維を併用しても良い。
消臭剤含有シート中における繊維原料の含有率は、好ましくは５０～９９重量％、更に好
ましくは７０～９７重量％である。
【００２２】
消臭剤含有シート５１には、消臭剤を、各シートの全面に亘って実質的に均一に分散させ
てあることが好ましい。また、消臭剤含有シート５１の厚みは、吸収性物品の種類や吸収
性物品中の配設態様等に応じて適宜設定すれば良いが、好ましくは０．１～２．０ｍｍ、
更に好ましくは０．２～０．５ｍｍである。
【００２３】
被覆シート５２，５３としては、繊維原料からなるシート材、例えば紙、不織布等が用い
られる。紙とした場合の繊維原料としては、消臭剤含有シート５１と同様のものが使用で
きる。また、不織布としては、例えば、スパンレース不織布、スパンボンド不織布等の公
知の不織布が使用できる。
被覆シート５２，５３は、材質や厚みが同一でも異なっていても良い。被覆シート５２，
５３の厚みは、それぞれ、吸収性物品の種類や吸収性物品中の配設態様等に応じて適宜設
定すれば良いが、好ましくは０．１～２．０ｍｍ、更に好ましくは０．２～０．５ｍｍで
ある。
【００２４】
尚、消臭剤含有シート５１と両被覆シート５２，５３とは、例えば、抄き合わせ又は接着
剤等を用いた貼り合わせ等により、積層一体化することができる。
【００２５】
本発明における吸収性コア４は、吸収した尿や体液等の液体を保持する部分であり、その
形成材料としては、従来、吸収性物品に使用されている各種公知の材料を用いることがで
きる。
本実施形態における吸収性コア４は、繊維集合体及び吸水性ポリマーからなる。繊維集合
体を構成する繊維原料としては、例えば木材パルプや綿等の天然セルロース、レーヨンや
キュプラ等の再生セルロース等のセルロース系繊維が好ましいが、熱可塑性繊維のフィラ
メントやステープルファイバー等を用いることもできる。繊維集合体は、不織布の形態で
あっても良い。
【００２６】
吸水性ポリマーとしては、従来公知の各種のものを用いることができ、自重の２０倍以上
の液体を吸収・保持でき且つゲル化し得るものが好ましい。吸水性ポリマーの好ましい例
としては、デンプンや架橋カルボキシルメチル化セルロース、アクリル酸又はアクリル酸
アルカリ金属塩の重合体又は共重合体等、ポリアクリル酸及びその塩並びにポリアクリル
酸塩グラフト重合体を挙げることができる。
【００２７】
尚、本実施形態の失禁パッド１においては、長手方向両側に立体ガード７が設けられてい
る。各立体ガード７は、一側部に弾性部材（図示せず）を有する立体ガード形成用のシー
ト材７１における他側部を吸収性コア４の裏面側に形成された表面シート２及び裏面シー
ト３の接合部に固定し、該シート材７１の他の部分を、失禁パッド１の内側に向けて斜め
に立ち上がるように配すると共にその立ち上がり部分の上部を長手方向に沿う折り返し線
で外方側に折り返し、その折り返し部分を、失禁パッド１の長手方向の両端部において、
該弾性部材と共に表面シート２上に固定することにより形成されており、自由端部に存す
る該弾性部材の収縮により、本失禁パッド１は、自然状態において図１に示す舟形の形態
となる。
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【００２８】
尚、本実施形態の失禁パッド１における表面シート２、裏面シート３、立体ガード形成用
のシート材７１及び弾性部材等としては、それぞれ、従来、失禁パッド、生理用ナプキン
、使い捨ておむつ等に用いられている各種の公知のものを用いることができる。
【００２９】
本発明の吸収性物品は、上述した実施形態に制限されず、本発明の趣旨を逸脱しない範囲
で種々の変更が可能である。
例えば、第１発明においては、吸収性コア４の表面を覆う部分のみに、消臭剤含有シート
５１が介在していない所定幅の帯状領域５Ａが形成されていても良く、また、帯状領域５
Ａは、吸収性物品幅方向内方に凸の湾曲曲線に代えて、連続直線状に形成されていても良
い。また、帯状領域５Ａは二対以上設けられていても良い。
また、第２発明においては、吸収性コア４の両側面を覆う部分のみに、消臭剤含有シート
５１が介在していない所定幅の帯状領域が形成されていても良い。帯状領域５Ａは、曲線
状に形成されていても良い。
【００３０】
また、第１～第３発明における所定幅の帯状領域５Ａ，５Ｂは、それぞれ連続状のものに
限られず、例えば、消臭剤含有シートが介在していない所定形状の領域が所定の間隔で列
状に配されており、全体として見れば所定幅の帯状をなしているものであっても良い。
また、第１及び第２発明における吸収性物品は、着用具と共に着用される、失禁パッド、
生理用ナプキン、使い捨ておむつ、おりもの処理用シート等の他、パンツ型の使い捨てお
むつ、展開型の使い捨ておむつ等であっても良い。
また、第１～第３発明における積層シートは、更に他のシートが積層されていても良く、
他の２枚又はそれ以上のシート材で挟まれていても良い。
【００３１】
【発明の効果】
第１発明の吸収性物品によれば、消臭性の積層シートにより、吸収した尿や体液等に起因
する悪臭を低減することができ、優れた消臭性能が得られる。また、吸収性物品が、消臭
剤含有シートが介在していない所定幅の帯状領域に沿って容易に折れ曲がるため、着用時
におけるフィット性が向上し、また、該帯状領域の存在により、消臭性能の付与に伴う吸
収性能の低下を抑制することができる。そのため、消臭性能のみならず、装着感及び漏れ
防止性能に優れている。
【００３２】
第２発明の吸収性物品によれば、消臭性の積層シートにより、吸収した尿や体液等に起因
する悪臭を低減することができ、優れた消臭性能が得られる。また、消臭剤含有シートが
介在していない所定幅の帯状領域の存在によって、幅方向の圧縮に対する強い抵抗及びそ
れによる違和感（ゴワゴワ感等）を防止ないし軽減できる。そのため、消臭性能のみなら
ず、優れた装着感が得られる。
【００３３】
第３発明の積層シートによれば、柔軟で折れ曲がり易い、消臭剤含有シートが介在してい
ない所定幅の帯状領域を有するため、該部位を柔軟性や折れ曲がり易さを必要とする部位
に配することにより、フィット性や吸収性能等を低下を抑制しつつ、吸収性物品に優れた
消臭性能を付与することができる。また、少なくとも一側部に、消臭剤含有シートが介在
していないため、積層シートの製造過程や積層シートを用いた吸収性物品の使用中に、消
臭剤含有シート中の消臭剤が、該積層シートの両側部から脱落することを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明（第１，第２発明）の実施形態としての失禁パッドを示す斜視図
である。
【図２】図２は、図１のＸ－Ｘ線断面を一部（立体ガード）省略して示す図である。
【図３】図３は、図１に失禁パッドに用いた積層シートを一部破断して示す平面図である
。
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【符号の説明】
１　失禁パッド（吸収性物品）
２　表面シート
３　裏面シート
４　吸収性コア
５　積層シート
５１　消臭剤含有シート
５２　被覆シート
５３　被覆シート
６　溝
７　立体ガード
Ｃ　中央領域

【図１】

【図２】

【図３】
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